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犯罪が必要のない社会を
奈良県・生駒市立生駒南中学校・三年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みつはし),三橋)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ののこ),野乃子)
　私は犯罪や非行をしようと思ったことはありません。それはありがたいことに、ものを盗まなくても食べるものがある、不自由なく生きていくことができる、それはすなわち犯罪が必要なくても生きていくことができる、ということです。では犯罪を起こしてしまった人はどうだったのでしょうか。
　私は以前にある事件を知って、深く考えさせられました。
　それは、「京都伏見介護殺人事件」という、二〇〇六年二月一日に京都市伏見区の河川敷で起こった、五十四歳の男性が自分の母親を殺害したといった事件です。一見このニュースを見ただけだと、男性が悪いだけなんじゃないのか？と思うかもしれません。けれどこの男性は父親の死後、認知症を発症した母を休職してまでたった一人で介護していたのです。だけどとうとうお金がつきて生活保護を申請しましたが、休職を理由に認められなかったそうです。男性は家賃などが払えなくなり、二人での心中を考えるようになります。
そして二〇〇六年の真冬の日に、
「もう生きられへんのやで。これで終わりや」
「そうか、あかんのか」
という会話をした後に心中を図りましたが、男性だけが命を取り留めたのです。
　この事件の記事を読んだときから、
「母の命を奪ったが、もう一度母の子に生まれたい」
という裁判での男性の言葉が頭から離れなくなっていました。この言葉には、裁判官が言葉をつまらせ、法廷は静まり返ったそうです。本当にお母さんのことが好きだったんだな、とひしひし伝わってきました。そんな母親を自分の手で殺すなんて、なんと辛いことだったのでしょう。とても心が痛みました。
　どうしてこの男性はここまで追いこまれることになってしまったのだろう、と考えさせられました。お金がなければ死ぬしか選択肢がないのかな…と考えてみたりもしました。けれどそれはあまりにも残酷すぎると思います。
　お金がないと、人のものを盗まなければ、お店のものを盗まなければ生きていけない、それか死ぬしかない。なんてそんなことになっているのが問題だと思いました。裁判官も「裁かれているのは被告だけではない。介護制度や生活保護のあり方も問われている。」と言葉にしています。じゃあ何か改善策があるのか、と言われるとそう簡単にはでてこないのが難しいところなのです。けれどどうしようもない、なんてままには絶対にしたくありません。
　犯罪を起こした人は子どもの頃、家庭が経済的貧困であったり家庭内暴力を受けていたケースが多いのだときいたことがあります。
そういった家庭で育った場合は、恵まれた家庭で育ててもらった私が持っている「自分が罪を犯して家族や周りの人を悲しませたくない。」といった考えがないのかと思いました。家族なんてどうでもいい、という考えを持っているのかと思うとなんとも言いようのない悲しい気持ちでいっぱいになり、とてもそれが原因で犯罪を起こした人を責めることができないです。
　もちろん犯罪はしてはいけないことだけれど、犯罪が起こった経緯や犯人の状況をよく考えてみようと思いました。もし自分がこんな状況に置かれたらどのような行動をとっていたのだろう、このような犯罪が起こらないようにするにはどうすれば良かったのだろうと考えてみようと思いました。
　私がもし、生きていくのに困難な状況に陥いったらまずは周りの人に相談してみたり、周りの人がそうなってしまったときには相談にのって助けられたらうれしいです。
　犯罪が起こる前に、まずは犯罪の起こらない「犯罪が必要ない社会」をつくっていくにはどうしたらいいのかを、一人ひとりがしっかりと考えていくことが大切だと思いました。これは私も考えていきたいし、みなさんにも考えてもらって犯罪と向きあうことをしてほしいです。そしてそれが「犯罪が必要のない社会」へと繋がっていくことを願っています。
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